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第1章　 緒 言

再生不良性貧血の成因については古来いろ

いろの説があ り,外 来毒物,医 薬に よるア レ

ル ギー,放 射線障碍によるもの等原因の判明

しているもの もあるが,然 し一般にその原因

の明らかでない者が多い.

私は前編に於て明 らかな原 因 と思われ るも

のの見出し難 い再生不良性貧血患者の血清,

尿,髄 液,骨 髄,肝,脾 に於て催貧血性因子

の存在を確認 した.本 編に於ては本症催貧血

性物質による家 兎実験的貧血発生 と肝,脾,

網 内系等の関係を究め,又 大腿骨骨髄灌流試

験を行 い,更 に貧血の生 じた家兎の血清鉄 量,

骨髄像及び組織像等を検 し,以 てその貧血発

生機転を究明せん とした.

因に此等の問題に就 ては昭和15年 李51)が正

常家 兎に本症患者血清を注射すると著明な貧

血を見る も,剔 脾家兎に於 ては貧血を見なか

つた と云つ ている位に過ぎず,多 くは尚未解

決の分野 として残 され て来 ている.

第2章　 実験材料並に其の方法

体重2.0瓩 内外の成熟雄性家 兎を使用す.

使用血清は本教室に入院せる再生不 良性貧血

患者の ものを用いた.そ の血液像は第1表 に

示す.対 照 として健康人血清を使用す.

剔脾家兎,肝 障碍家兎,網 内系墨汁填塞家

兎に血清注射実験を行い,又 正常家 兎及び網

内系墨汁填塞家兎に於け る大腿骨骨髄灌流試

験を行い,次 いで注射家 兎に於ける血清鉄量

を測定 し,更 に連続注射家 兎の骨髄像,組 織

像を検 した.

第1表

第3章　 実 験 成 績

第1節　 剔脾家兎

1)　 家 兎剔脾手術
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家 兎 を背位 に固定 し上腹 部 の毛 を 剪除 しア

ル コー ルを以 て腹 壁 を清拭 消 毒す .左 肋 骨 弓

下 に縦 に約5cmの 皮 切を 加へ 腹 腔 に達 す,

脾 を露 出 せ しめ血 管 を数 回 に分 ち て結 紮 した

る後剔 出す,腹 壁 を 縫合 した る後48時 間 後 に

実 験に 供 す.血 清 毎瓩2.0cc家 兎耳静 脉 に

注 射 し時 間 の経過 に つ れ未 梢血 液像 を 検査 し

た.

2)　 実 験 成績

第2表No. 98及 び第1図 は 西川例 の もの

で あ り,第2表No. 99及 び第2図 は古 屋野

例 の もの で第2表No. 100及 び第3図 は小 林

例 の もので あ る.赤 血 球 は注 射 後No . 98は

4時 間 目に18.6% (94万) No . 99は3時 間

目に32.4% (158万), No. 100は18.5% (86

万)の 最 大 減少 率 を示 した .血 球素 量 は夫 々

8.0%, 13.3%, 8.9%の 最 大 減少 率 を示 した
.

網赤血球は著変を認めず,白 血球数は不定の

変化を示 した.

第2表　 剔脾家兎に血清注射

第3表　 剔脾家兎健康人(対 照)

対照例に於ては第3表No. 101, 102及 び

第4図 に示す如 く赤血球数,血 球素量何れ も

殆ん ど減少を認めず.

第1図　 剔 脾 家 兎 に血 清 注射

 No. 98
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第2図　 剔脾家兎に血清注射

 No. 99

第3図　 剔脾家兎に血清注射

 No. 100

第4図　 剔 脾 家 兎(対 照)

 No. 101

第2節　 肝 障碍 家 兎

1)　 家 兎肝 障碍 法

20%四 塩化 炭 素 オ リー ブ 油 当瓩1.5ccを

背 部皮 下 に注 射 し24時 間 後に 実 験に 供 した.

以上 の処 置に よ り24時 間 後に は 肝に は 解 剖学

的変 化 並 びに 機能 障 碍 は著 明 で あ るが 数 日間

は 生存 す る.使 用血 清 は古 屋 野,西 川,小 林

の ものを 用 い対 照 とし て健康 人 血清 を 用 う.

2)　 実験 成績

第4表, No. 103,第5図 は 古 屋野 例 の もの

で,第4表No. 104,第6図 は 小林 例 の もの

で あ り,第4表No. 105,第7図 は西 川例 の

もので あ る. No. 103で は赤 血 球 は4時 間 目

に35.3% (219万), No. 104, 105は 夫 々4時

間 目に27.8% (163万), 34.4% (184万)の

最大 減 少率 を 示 した.血 球 素 量 は夫 々14.8%,

 15.7%, 20.2%の 最 大減 少 率 を示 す.網 赤血

球 は著 変 を認 めず.白 血 球 数 は 不定 の変化 を

示 す.

対 照例 に 於 て は第5表No. 106, 107及 び

第8図 に示 す 如 く赤 血球 数,血 球素 量何 れ も

殆 ん ど変 動 を 認め な かつ た.

第3節　 網 内系 墨汁 填 塞 家 兎

1)　 家 兎網 内系 塞塞 操 作

佐 久 間25)の 方 法 に做 い 鳩 居 堂製 紅 花 墨 を 表
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第4表　 肝障碍家兎に血清注射

第5表　 肝障碍家兎,健 康人(対 照)

第5図　 肝障碍家兎に血清注射 No. 103

第6図　 肝障碍家兎に血清注射 No. 104
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面平滑なる良質の硯にて生理的食塩水を用い

て徐 々に研磨す.濃 度を一定にす るために毛

筆を以 て和紙上に書写 し下に置きたる印刷活

字をかろ うじて透見 し得 る程度 として,一 時

に多量作 り濾紙で濾過後60℃, 30分 間2回

加温滅菌し氷室に蓄えて,家 兎体重当瓩5.0

ccを1日1回10日 間耳静脉内に注入 し第11日

目に実験に供 した.古 屋野,西 川,小 林例の

ものを用い対照 として健康人血清を用いた.

2)　 実験成績

第7図　 肝障碍家兎に血清注射

 No. 105

第8図　 肝障 碍 家兎(対 照)

 No. 106

第6表　 網内系填塞家兎に血清注射

第7表　 網内系填塞家兎(対 照)
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第9図　 填塞家兎に血清注射 No. 108

第10図　 填塞 家 兎に血 清 注射 No. 109

第11図　 填塞家兎に血清注射 No. 110

第12図　 填塞家兎に血清注射(対 照)

 No. 111

第6表, No. 108及 び第9図 は西 川 例, No.

 109第10図 は古 屋野 例, No. 110,第11図 は小

林 例 の もので あ る.

No. 108, 109, 110,に 示 す 如 く塞填 完 了

後は 填 塞 前に 比 し赤 血 球数,血 球素 量 の著 明

な る減 少 及び網 赤血 球 の増 加 を 認 め た.然 し

患 者 血 清 注射 に よ り赤 血球 数,血 球 素 量,網

赤 血 球 に何 ら変動 を 認 めず 貧 血 を 来 さな かつ
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た.

健康人血清にては第7表No. 111及 び112

及び第12図 に示す如 く赤血球数,血 球素量,

網赤血球に変動を認めず貧血を来さない.

第4節　 家兎大腿骨骨髄灌流試験

1)　 実験方法

体重2.0瓩 内外の1家兎を仰臥位に固定 し井

上氏1)に 倣い鼠蹊部を剪毛,ア ルコール消毒

の上,大 腿 中央部 よ り鼠蹊靱帯 稍上方 まで切

開し股動静脉及び大腿骨栄養動脉を露出 し,

患者血清を大腿骨栄養動脉に1/6注射針を用ひ

0.4cc宛 注入 し.注 射前 及び注射後時間置 き

に6時 間迄栄養静脉並 びに対照 として股動脉

より採血 し赤血球数,網 赤血球,白 血球を計

算 した.

第8表　 大腿骨骨髄灌流試験

第13図

 No. 113

第14図

 No. 114

第15図

 No. 115
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2)　 本症 血 清(赤 血球)

第8表No. 113及 び第13図 は古 屋 野 例 の も

ので あ り, No. 114, 115及 び第14, 15図 は西

川例 の 血 清を 用 いた もので あ る.赤 血球 数に

於 て股 動 脉血 で は何 れ も殆 ん ど減 少 を認 めず.

然 るに 栄 養静 脉 血 で はNo. 113は2時 間 後

に18.9% (98万), No. 114で は2時 間 後 に

17.3% (76万), No. 115で は2時 間 後 に17.9

% (94万)の 減 少 を示 し何 れ も6時 間 後に 恢

復 し て居 る.網 赤 血球 は股 動 脉血,栄 養 静脉

血 共に‰ の変 動 は 殆ん ど認 め な いが 実数 に 於

ては 栄 養静 脉血 に 於 てか な りの減少 を 見 てい

る.即 ちNo. 113に 於 ては 静脉 血 に 於 て2時

間 後最 大22100以 上 の減 少 を見 て い る. No. 

114に 於 ては2時 間 後最 大26750の 減 少 を 示

す に 反 し動 脉血 で は1時 間 後6580減 少す る も

以 後旧 に 復す. No. 115に 於 ては2時 間 後最

大23620の 減 少 を示 すに 対 し動 脉 血 で は2時

間 後8960減 少 す るのみ で あ る.而 して栄 養血

管 の状 態 は 注射 後 間 もな く栄 養動 静 脉 共に 縮

少 し, 4～6時 間 後に は注射 前の状 態 に略 々拡

張 す る のを 見た.

3)　 健 康 人血 清

健 康 人血清 に ては 第9表, No. 116, No. 117

及 び第16図 に 示 す如 く何 れ も股 動 脉 血 と大腿

骨栄養静脉血 との間に赤血球数及び網赤血球

数の著明な差異は認められない.

第9表　 大腿骨骨髄灌流試験

(健康人血清,対 照)

第16図　 健康 人 血清

 No.116

又栄養静脉血に於け る赤血球数,網 赤血球

数の 注射後の時間的変動 も殆ん ど認めない.

血管の状態 も明かな收縮 は認められなかつ

た.

4)　 網内系墨汁填塞家 兎

第3節 に示す如き網内系墨汁填塞家兎に於

て灌流試験を行つた.

第10表　 網 内 系 填 塞 家 兎

第10表　 No. 118, 119皮 び 第17図, 18図 は
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古屋野,西 川例の血清を用いた ものであ る.第17図　 網 内系填塞家 兎兎

 No. 118

第18図　 網内系填塞家兎

 No. 119

何れの場合 も赤 血球数は 大腿骨栄 養静脉並

びに股動 脉血に於 て殆ん ど変動な く経過 し,

又網赤血球の千分率 も殆ん ど変動な くその実

数に於ては 大腿骨栄養静脉,股 動脉血に て1

万内外の動揺はある も正常 家 兎灌流の場 合に

栄養静脉血に起つた様な一過性 の減少は全 く

見得なかつた.栄 養血管の状態 も正常 家兎の

様 な收縮 は全 く見なかつた.

5)　 本症血清(白 血球)

第11表No. 120, 121及 び第19, 20図 は西

川,古 屋野血清使用の もので ある.

栄養静脉血の白血球数は注射後2～3時 間

を頂点 として者明な減少を示す.即 ちNo. 120

では股動脉血の白血球の動揺 は僅かで あるが,

栄養静脉血で は 注射後2後 間 に 於て19.3% 

(1800)の 減少 を 示し6時 間に て復旧す る.

 No. 121で は2時 間に て29.3% (2200)の 減

少を示し6時 間にて略 々旧値 に復 してい る.

而して両例 とも此の 白血球減少の主因 とな る

ものは第19, 20図 に示す如 く偽好酸球の減少

で ある.栄 養血管は注射後間 もな く動静脉共

に縮少 し4～6時 間後には再び注射前の状態に

拡張 した.

第11表　 大 腿 骨 骨 髄 灌 流 試 験
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第19図

 N o. 121

第20図

 No. 120

6)　 健康 人血清

第12表, No. 122, 123及 び第21図 に示す如

く栄養静脉血の白血球数は注射前後を通 じて

股動脉 の夫れ と僅かな差を保ちつ ゝ略 々平行

し本症患者血清に於け る如き減少を認めなか

つた.絶 対数に於 て偽好酸球 は2例 共時間の

経過 と共に増加を示すが股動脉血の夫れ と殆

ん ど差な く平行 して推移す る.而 して此の場

合の栄養血管には認むべ き收縮 は見られなか

つた.

第21図　 健 康 人血 清

 No. 122

第12表　 健 康 人 血 清,対 照
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7)　網内系墨汁填塞家兎

網内系墨汁填塞家兎に古屋野,西 川例の血

清 を用 い実 験 した.第13表No. 124. 125及 び

第22図 に 示 す.

第13表　 網 内 系 填 塞 家 兎

第22図　 網 内系填塞 家 兎

 No. 124

栄養静脉血 白血球数は股動脉血の夫れ と大

差 な く正常家兎に於け る如き著明な減少は認

め られない. 2例 とも栄養静脉血 白血球数は

股動脉血の夫れ と僅な差を以て互に上下 した.

絶対数に於て偽 好酸球は時間的経過をみれば

増加の形を とるが,股 動脉血の 夫れ と僅 な差

を以て互に上下 しつ ゝ平行 している.栄 養血

管 の状態は血清注射後の收縮は全 く現れなか

つ た.

第5節　 家 兎血 清 鉄 量

1回 注射 には て静 脈 又 は皮 下 に注 射 前,後

4時 間, 24時 間 後に 於 て,又 連 続7回 注 射に

ては注 射 前, 4日 後, 7日 後 にG. Barkan氏

法に よ り α-α'-Dipyridyl法 を 使 用 し 血 清鉄

量 を測 定 した.

1)　 1回 注 射 の場 合

第14表　 血清鉄 鼠(1回 注射)

第14表No. 126～129及 び第23～26図 に 示

す. No. 126, No. 129は 古屋 野No. 127は 奥

田, No. 128は 小林 例 の 血 清 を用 い た もの な

り,何 れ の 例 も赤血球 数 は 注射 後 進行 的 に 減
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No. 128, 129は 皮 下 注 射

第23図　 血 清鉄 量

 No. 126

第24図　 血 清鉄 量

 No. 127

第25図　 血 清 鉄 量

 No. 128

第26図　 血清 鉄 量

 No. 129
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少 し4時 間 目には実数100万 以上の高度の減

少を示すに不拘,血 清鉄量は4時 間 目にNo.

 126は 軽度増加, No. 127は 軽度減少, No. 128

は軽度増加, No. 127は 殆ん ど変動を認めず.

即 ち赤血球数は高度に減少す るに不拘血清鉄

量の著明な減少は認められなかつた.

第17表　 血清鉄 量(1回 注射)

健康人血清対照

第27図　 血 清鉄 量

No. 131　 健康 人対 照

対 照 の健 康 人血 清 に よ る もの は第15表No.

 130, 131及 び第27図 に 示 す如 く注射 に よ り赤

血 球 数,血 清鉄 量殆 ん ど変 動 を 認め な かつ た.

2)　 連 続 注射 の場 合

第16表, No. 132, 133, 134及 び 第28～30図

に 示す もの は 夫 々奥 田,古 屋 野,西 川例 の血

清使用の ものであ る.表 に示す如 く赤血球数

は連続注射に よ り進行的に急激に減少 し, 7

回注射後には 夫々 注射 前値 よ り赤 血 球 数 は

150万 ～250万 の減少を示 した.血 清鉄 量は4

日目には軽度の減少を示す も,貧 血極期即ち

7回 注射完 了日にはすべ て血清鉄 量の上昇を

示 した.

対照 として健康人血清を用いた ものは 第17

表No. 135, 136及 び第31図 に示す如 く赤血球

数,血 清鉄量に再生不 良性貧血患者血清注射

の場合 と異な り連続 注射に よる影響は認め ら

れなかつた.

第16表　 血清鉄量(連 続 注射)
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第28図　 血 清 鉄量(連 続 注 射)

 No. 132

第29図　 血 清鉄 量(連 続 注射)

 No. 133

第30図　 血 清 鉄 量(連 続 注 射)

 No. 134

第17表　 血清鉄量(連 続注射)

健康人血清対照
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第27図　 血清鉄量(連 続注射)健 康人対照

 No. 135

第6節　 家兎骨髄像,組 織像

1)　 実験材料

本症血清当瓩2cc毎 日連続1週 間 静注 し

最終注射後24時 間経過 して実験に供す.対 照

として正常家兎及び健康人血清注射家兎を検

した.

2)　 実験方法

以上諸種家兎の大腿骨を露出 し,上1/8部 を

中心 として骨髄 の小片を採取 し押捺標本を作

製 し,ギ ムザ染色を施行す.

次いで大腿骨髄 の上1/8部及び,肝,脾 を取

り出 しフ ォルマ リン固定後ヘマ トキシ リンエ

オヂ ン染色を行 つた.

3)　 正常 家兎

第19表 に示す如 く赤芽球は全細胞の44%～

50%を 占め就 中多染性赤芽球が著明に多い.

4)　 健康人血清注射家兎(対 照)

第19表 に示す如 く赤芽球は正常家兎の範囲

内にあ り,白 血球系細胞に も正常家兎 と比 し

変化は認めない.

5)　 本症患者血清注射家兎

No. 44は 西川, No. 45は 古屋野, No. 46は

奥田, No. 47は 高尾, No. 48は 小林例血清注

射No. 49は 奥田の骨髄 エキス, No. 50, No.

 96は 古屋野,奥 田の尿連続注射 のもので ある.

(第19表)

第18表　 使 用 家 兎 血 液 像

No. 44は 赤芽球系に於て大赤芽球,正 赤芽

球 とも多染性 のもの稍減少 し好塩基性赤芽球

が増加 して左方推移を認め,偽 好酸球では後
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骨髄球,骨 髄球更に幼若型が増加 し左 方推移

を認めRhor77)の 所謂成熟抑制像に相 当す る

もの と考えられる. No. 45, 46に て も同様に

赤白両系統の成熟障碍を認め特にNo. 46に て

は赤芽球数が減少 し形成機能低下 と成熟障碍

を伴つてい る.

第19表　 家 兎 骨 髄 像

No. 47に 於 ては赤芽球系は高率であ るが左

方推 移あ り成熟抑制像は白血球系 とも認めら

れ る.No. 45, 46に ては細網細胞の増加を見

る. No. 48に て も両系統 の左方推移あ り成熟

障碍 を見る. No. 49は 骨髄エ キス注射の場合

な るも同様に著明なる左方推移あ り, No. 50,

 96は 尿連続注射の場合で あるが赤血球,偽 好

酸球に成熟抑制 の像を認めた.

6)　 組織像

骨髄組織所見では赤血球系形成層の増生障

碍及び成熟障 碍,白 血球系には増生を認める

部位あ るものあ るも,全 般的に成熟障 碍を認

め,巨 核球は減少 してい る.対 照には著変を

見ない.

肝 臓に於ては肝細胞の脂肪変性,ク リソン

氏鞘の円形細胞浸潤あ り,肝 細胞の核 の萎縮

を認める.対 照では著変はない.

脾臓に ては脾索の線維化 の傾 向な く,ヘ モ

ジデ リンの沈着 の増加,辺 縁洞の充血等 を見

た.対 照に ては著変を認めない.
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写 真1　 骨 髄 像(塩 基性大赤芽球2個 を見る)

写 真2　 骨 髄 組 織 像

写 真3　 肝 臓 写 真4　 脾 臓
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第4章　 総括並 びに考按

以上 の実験成績を総括 し考按をのべる.

本症患者血清にては剔脾家 兎に於て も正常

家 兎に 於け ると同 じく赤血球数,血 球素量の

著明な減少を認めた.

肝障碍家 兎に於ても正常家兎 と同 じ く赤血

球数,血 球素量の著明な減少を示 し貧血を来

した.

然 るに網内系墨汁填塞家 兎に於ては本症患

者血清にて貧血 を認めない.

大腿骨骨髄灌流試験に於ては栄 養静脉血に

赤,白 血球数2時 間後に夫々著明な減少を来

し,股 動脉血に ては著変はない.

然 るに網内系填塞家兎にて骨髄灌流試験に

ては栄養静脉血に赤,白 血球 とも殆 んど変動

を認めなかつた.

血 清鉄 量に関 しては1回 注射に ては赤血球

の著明な減少あ るに も不拘血清鉄 量の減少を

来す ことな く,連 続注射に於ては初め軽度の

減少を見るも貧血最高時には上昇を示 してい

る.

骨髄像に ては何れ も赤芽球系,白 血球系に

左方推移あ り,両 系統の成熟障碍が考えられ

る.

さて貧血発生に関 しては肝,脾 は重大な意

義を有す.即 ち小宮22)によれば血球調節神経

支配 の下に肝に於て催貧血性物質を,脾 に於

て も催貧血性物質が産生 されそれに よ り貧血

が起 る ものあ りと云 う.

私 の実験に於ては剔脾家 兎に於ては李51)の

実験 と相反す る結果 となつた.又 肝障碍家兎

に於 ても貧血を起す と云 うことは血清注射に

よ り肝又は脾に より賦活されな くて も貧血が

起 るこ とを示 している.換 言すれば肝又は脾

に よる抑制に因す る貧血ではないもの と考 え

られ る.然 るに網内系を填塞 した家兎にては

貧血起 らず,又 その骨髄灌流試験に ても貧血

が起 らない と云 うことは,肝,脾 以外の網内

系特に骨髄 の網内系の健存が患者血清に よる

実験的貧血に欠 ぐべか らざるものであること

を示唆 してい る.

本症患者に於ては骨髄像は抑留 型,成 熟 抑

制 型,再 生障碍型,混 合 型,汎 骨髄癆型に分

け られ る といえども本実験貧血に於 て汎骨髄

癆 型は得 られず,す べ て成熟 抑制型であつた.

河北14)に よれば本症骨髄像にては増殖を思わ

す ものあるも此 の場合に も成熟抑制は全例に

見 られた と云 う.菊 池等18)19)は 本症血清又

は尿を連続注射 した後に於け る網状織細胞の

増加,巨 核球 の減少,被 障碍細胞 の増加等 の

傾 向を見 ると云 う.又 河北14)は脾エ キス注射

に よ り造血亢進の像を示す ものあるも,骨 髄

性細胞の変性壊死,崩 壊があ り骨髄 の非常に

障碍 された像を認 めた もの もある と云 う.然

し骨髄像 を詳細 に分類 した報告はない.私 は

血清のみ ならず,尿,骨 髄エ キス連続注射の

場合の骨髄像にて も成熟抑制の像 を見た.組

織像にて平福35),河 北14)等 によれば本症患者

に ては肝は肝細胞の空泡並びに脂肪 変性,軽

度 の萎縮,脾 では萎縮,濾 泡萎縮,ヘ モヂデ

リンの沈着,細 網内 皮系の増殖等がみ られる

と云 う.

私の得た実験貧血に於 て も肝に脂肪変性等

を認めた.菊 池等18)19)は 肝細胞性 中心性壊

死を見た と云つ てい る.又 三室42)は尿連続48

日にわた る注射の例で肝細胞の壊死は認めて

いない

私 の実験に於 ても壊死は認め られ なかつた.

血清鉄量に関 しては教室米谷41)は鉤 虫症に

て教室小林21)はバンチ氏病患者血清注射にて

著明な家兎血清鉄量の減少を認めている.然

るに 本症患者血清にては貧血最高度時血清鉄

量の上昇を見た.こ れは家 兎実験貧血に於 て

自ら再生不良性貧血は鉤 虫症及びバ ンヂ氏病

とは異な るものがあ ることを示す.血 清鉄量

の上昇は再生不良性貧血患者にては血色素合

成 の 障碍 の ため と考 えられ ている.教 室 水

田43)は再生不良性貧血患者血清連続 注射家兎

の貯臓鉄,吸 收,排 泄 の研究に よ り,本 実験

貧血家兎に於 て も血色素合成の障碍が考 えら

れ ると云つている.

さて次に私の家 兎大腿骨骨髄灌流試験に よ

り本症血清注射に よ り直接骨髄 に作用 し貧血
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を来す ことが判明 した.尚 此の場合血管 の收

縮を認め,赤 血球系にては赤血球の減少を認

め るも網赤血球 の千分率は変 らず,白 血球系

にては偽好酸球 の減少が主に して桿状核白血

球 より更に幼若な白血球を見ない点等 よ り考

えるとき,此 の注射後2～3時 間後に起 る血

球減少は骨髄内血球抑留 も一因 となることは

明かに して,造 血障碍を起 したか どうかは明

かでない.

以上を総括す るにこの実験貧血は著明な貧

血を起 し,貧 血極期に於ける血清鉄 量の上昇,

骨髄像の成熟抑制等再生不良性貧血に類似 し

た点が多い.尚 この実験的貧血は剔脾,及 び

肝障碍家兎にて も起 り,網 内系を墨汁で填塞

す る時は起 らない.そ の発生機転に関しては

大腿骨骨髄灌流試験によ り骨髄内血球抑留が

一因であることが考 えられ,尚 其他連続注射

に於ては骨髄像に もとづき骨髄実質の成熟抑

制 も考えられ る.こ の点に関 しては尚教室大

藤助教授等6)7)は 家兎骨髄体外組織培養に本

症患者血清を添加す ることに より,直 接骨髄

に働 いて赤,白 両血球系の増生を抑制 し,細

胞機能を低下せ しめ ることを明かに している.

即ち以上によ り成因 として一面に於 ては骨

髄 内血球抑留が考 えられ,一 面に於 ては直接

実質障 碍が考えられる.

第5章　 結 論

再生不良性貧血患者催貧血性物質注射に よ

る家兎実験貧血の成因を究明すべ く諸種実験

を行い次の結論を得た.

1)　 剔脾家兎にて貧血を来す.

2)　 肝障碍家兎に於ても貧血を来す.

3)　 大腿骨骨髄灌流試験に よ り貧血を来す.

4)　 網内系填塞家兎に於ては注射実験及び

大腿骨骨髄灌流試験に て貧血を来 さず.

5)　 血清鉄量は連続注射にて貧血最高度時

上昇を見る.

6)　 家兎骨髄 像は連続注射時成熟抑制の像

を認めた.

7)　 以上によ り家兎実験貧血成因 としては

一面に於ては骨髄内血球抑留が考 えられ,一

面に於 ては直接実質障碍が考え られ る.

擱筆するに臨み終始御懇篤なる御指導を忝うし御

校閲の労を賜わりたる恩師平木敎授並びに大藤助教

授に深甚の謝意を捧げる.

尚本稿の要旨は第16回, 17回日本血液学会総会及

び第64回岡山医学会総会に於て発表した.
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Experimental Studies on the Pathogenesis of Hypoplastic Anemia

(Panmyelopathia).

Part 3: Experimental studies of the developmental mechanism

 of anemia.

By

Takashi IKEDA

Having performed various experiments about rabbits of experimental anemia, in order

 to clarify causes of anemia, by injection of anemia-producing substance, obtained results as

 follows :

1) As to spleen-extirpated rabbit, it has incurred anemia by injection of serum.

2) The same would take place in case of liver-disturbed rabbit, due to serum injection.

3) No anemia was observed with the same injection, when the reticuloendothelial

 system was blocked with Indian ink.

4) Injecting the serum at a, nutricia femoris. and investigating the blood picture at

 v, nutricia femoris discovered a marked decrease both in the number of erythrocytes as well

 as leucocytes 2 hours later.

5) The serum iron value has proved a rise at the maximum anemic stage, in the
 successive injection.

6) The myelogram of the rabbit in case of successive injection, indicated a picture of

 maturation-arrest.

7) By all these facts stated above, it might be said, as for the factor to render

rabbit anemic, blood cell-arrest within bone marrow could be considered on one side, while
 the disturbance in the parenchym of the bone marrow might be imagined on the other.


